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№22 平成19年3月号 

今月の
表 紙

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 52,738人（△135） 

　　男 24,620人（△70） 

　　女 28,118人（△65） 

世帯数 22,161（△121） 
3月1日現在（　）は前月比 

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

わ
が
地
域 

伊
集
院
地
区
公
民
館（
伊
集
院
地
域
） 

自
治
会
と
の
連
携
で
、住
民
が
参
加
し
や
す
い
活
動
を 

伊
集
院
地
域
の
ほ
ぼ
中
心
に
位

置
す
る
伊
集
院
地
区
は
、三
十
八

自
治
会
で
構
成
さ
れ
、地
区
内
に

は
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
や
県
道
が
東
西

に
伸
び
、南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
も
通
る
な
ど
交
通
の
要
所
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、市
役
所
や
官
公
署
、

商
店
街
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、新
し

い
団
地
な
ど
も
で
き
、十
九
年
三

月
一
日
現
在
、五
千
百
十
一
世
帯
、

一
万
二
千
百
三
十
人
と
人
口
世
帯

数
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

い
　
じ
ゅ
う

い
ん

 

編

集
た
い
む

昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
市
民
満
足
度
調

査
（
関
連
記
事
Ｐ
６
）。
現
在
市
が
行
っ
て

い
る
四
十
三
施
策
に
対
す
る
満
足
度
、
重
要

度
を
も
と
に
「
改
善
要
望
度
」
を
出
し
た
結

果
、
最
も
数
値
が
高
か
っ
た
施
策
は
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
」。
市
民
に
対
す
る

職
員
の
あ
い
さ
つ
や
接
遇
態
度
な
ど
の
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
広
報
紙
の
発
行

や
地
域
審
議
会
の
開
催
等
で
の
「
広
報
・
公

聴
制
度
の
確
立
」
施
策
は
四
十
三
施
策
中
、

「
満
足
度
」
で
四
番
目
、「
重
要
度
」
で
二
十

七
番
目
、「
改
善
要
望
度
」
で
四
十
番
目
。

満
足
度
で
は
九
百
八
十
二
人
の
回
答
の
う
ち
、

四
百
九
十
七
人
（
五
〇
・
六
％
）
が
「
満
足
・

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」。
四
百
八
十
五

人
（
四
九
・
四
％
）
が
「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
・
不
満
・

無
回
答
」。
市
民
の
広
報
に
対
す
る
満
足
、

不
満
は
約
半
々
。
広
報
マ
ン
と
し
て
ま
だ
ま

だ
力
不
足
の
よ
う
で
す
。
▼
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

で
上
園
さ
ん
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
上
園
さ
ん
は
突
然
の
取
材
に
も
関
わ
ら

ず
笑
顔
で
快
く
応
じ
て
下
さ
り
、
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
笑
顔
っ
て
す
ご
く
大

切
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
▼
広
報
紙
の
編
集

に
は
、
広
報
マ
ン
の
ス
キ
ル
と
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
。
取
材
先
で
も
ま

ず
は
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
て
み
よ
う
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
広
報

紙
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○ま

主な記事
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▲ 左から福留千代美主事補、坂ノ上日出二館長
蜷川喜久夫指導員

▲ 生涯学習講座「園芸教室」

▲ 「伊集院まんじゅうづくり」に参加する子
ども達

▲ 三世代ゲートボール大会

大 

体 産 

所
帯
。伊
集
院
地
域
の
人
口
の

ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
る
伊
集

院
地
区
に
は
団
地
も
多
く
、人
口
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。公
民
館
に

は
総
務
部
、青
少
年
育
成
部
、文
化
教

養
部
、体
育
部
、環
境
福
祉
部
、産
業
部
、

婦
人
部
の
七
専
門
部
が
、地
域
住
民

が
参
加
・
協
力
し
、生
き
が
い
に
満
ち

た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

化
教
養
部
で
は
、生
涯
学
習
講

座
の
充
実
や
研
修
会
の
開
催
、

史
跡
探
訪
な
ど
の
文
化
活
動
を
推
進
。

講
座
で
は
園
芸
や
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
、

歴
史
を
語
る
会
な
ど
の
八
講
座
を
開

講
し
、住
民
の
生
活
文
化
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

育
部
で
は
、毎
年
十
一
月
に
三

世
代
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実

施
。子
ど
も
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
の
三
世
代
で
チ
ー

ム
編
成
し
、今
年
は
完
成
し
た
ば
か

り
の
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
で
九
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

業
部
で
は
、ふ
る
さ
と
の
特
産

品
を
学
ぼ
う
と「
伊
集
院
ま
ん
じ
ゅ

う
づ
く
り
」や「
お
茶
工
場
見
学
」な

ど
を
開
催
。伊
集
院
地
域
の
主
要
産

業
に
触
れ
な
が
ら
、子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

民
館
運
営
上
の
悩
み
は
、住
民

参
加
。地
区
が
広
範
囲
に
及
び
、

自
宅
か
ら
地
区
公
民
館
ま
で
が
遠
い

こ
と
な
ど
か
ら
、地
域
行
事
へ
の
住

民
参
加
が
乏
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、

地
区
公
民
館
で
は
今
年
一
月
に
自
治

会
意
見
交
換
会
を
開
催
。地
区
内
の

三
十
八
自
治
会
長
が
集
い
、活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。「
地
区
内
に

は
伝
統
行
事
も
多
く
、住
民
の
社
会

参
加
機
会
も
多
い
。こ
れ
か
ら
は
よ

り
自
治
会
と
地
区
公
民
館
の
連
携
を

図
り
、住
民
が
参
加
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
」

公 

「篤姫」ゆかりの人物として注目
される「小松帯刀公」を学ぼうと、地
元婦人会連絡協議会を中心に、同公
の墓がある吉利の園林寺跡などで
学習会が開催されました。
（３/４日吉地域 詳しくは次号でお知らせします）

郷土の偉人「小松帯刀公」を知る 

おん りん じ
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三
月
三
日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で

第
一
回
日
置
市
生
涯
学
習
大
会
が
あ

り
ま
し
た
。

「
生
き
が
い
づ
く
り

ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
会
場
に
は
約
七

百
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習

の
成
果
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
生
涯

学
習
の
あ
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

大
会
は
伊
集
院
地
区
公
民
館
講
座

の
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
の
歌
声
で
開

幕
、
素
晴
ら
し
い
学
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
田
代
教
育

長
開
会
の
あ
い
さ
つ
、
宮
路
市
長
祝

辞
の
後
、
長
年
、
社
会
教
育
団
体
の

運
営
や
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

を
表
彰
。
続
い
て
、
市
内
各
地
域
の

生
涯
学
習
講
座
生
に
よ
る
学
習
成
果

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
集
院
地

域
妙
円
寺
地
区
公
民
館
講
座
の
マ
マ

エ
ン
ド
キ
ッ
ド
ビ
ク
ス
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
か
わ
い
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ

に
会
場
か
ら
は
時
折
笑
い
が
起
こ
る

な
ど
楽
し
い
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
家
族
連

絡
会
副
代
表
の
蓮
池
透
さ
ん
を
講
師

に
「
家
族
の
絆
を
取
り
戻
す
た
め
に
」

と
い
う
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
、

生
涯
学
習
講
座
生
の
作
品
や
市
内
各

地
域
の
生
涯
学
習
の
取
り
組
み
の
様

子
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
表
彰
の
あ
っ
た
市
内
関
係

者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

坊
野

畩
次（
東
市
来
地
域
）

（
故
）下
松

典
夫（
東
市
来
地
域
）

馬
場

耕
一（
東
市
来
地
域
）

（
故
）森
重

斉（
東
市
来
地
域
）

大
迫

一
弘（
日
吉
地
域
）

奥

正
行（
日
吉
地
域
）

大
樂

明
男（
日
吉
地
域
）

畠
中

明
雄（
日
吉
地
域
）

久
木
増
親
文（
日
吉
地
域
）

上
床

和
子（
吹
上
地
域
）

宮
原

茂
美（
吹
上
地
域
）

田
中

靖
英（
吹
上
地
域
）

窪
田

茂（
吹
上
地
域
）

田
中

輝
夫（
伊
集
院
地
域
）

捉
永
エ
リ
カ（
伊
集
院
地
域
）

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
家
族

連
絡
会
副
代
表
の
蓮
池
透
さ
ん
の
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蓮
池
さ
ん
は
拉
致
被
害
者
の
兄
と

し
て
、
拉
致
問
題
を
人
権
侵
害
の
最

た
る
も
の
と
考
え
、
広
く
理
解
を
求

め
る
と
と
も
に
、
い
ま
だ
安
否
が
不

明
な
拉
致
被
害
者
の
救
出
を
訴
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
弟
薫
さ
ん
が
帰
国
し

た
時
の
様
子
な
ど
が
語
ら
れ
、「
早

く
拉
致
被
害
者
全
員
を
連
れ
返
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
お
願
い
し

た
い
」
と
会
場
の
参
加
者
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

▲ 学習成果発表「ママエンドキッドビクス」 ▲ オープニング「シルバーコーラス」

▲ 学習成果発表「マレーシアダンス教室」

日
置
市
社
会
教
育
功
労
者
表
彰 

講
　
師
　
蓮
池
　
透 

氏 

「
家
族
の
絆
を
取
り
戻
す
た
め
に
」

▲ 学習成果発表「コールゆすいん」

ssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

三
月
六
日
、
東
市
来
地
域
で
上
市

来
水
源
地
通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
給
水
区
域
は
今
ま
で
下
養
母
水

源
地
か
ら
の
給
水
で
賄
っ
て
い
ま
し

た
が
、
渇
水
時
期
や
年
末
年
始
、
お

盆
時
期
の
水
量
不
足
と
中
継
ポ
ン
プ

場
の
老
朽
化
に
伴
う
費
用
効
率
の
悪

化
が
見
ら
れ
た
た
め
、
新
水
源
地
を

掘
削
し
十
分
な
水
量
の
確
保
と
効
率

的
な
運
用
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。新

水
源
地
の
給
水
区
域
は
荻
、
北

山
、
上
床
、
大
平
、
田
代
西
集
落
の

一
部
を
含
む
二
百
八
十
七
世
帯
と
上

市
来
小
・
中
学
校
を
カ
バ
ー
。
取
水

量
は
一
時
間
あ
た
り
二
十
五
立
方
㍍

で
給
水
区
域
を
十
分
に
賄
え
ま
す
。

ま
た
、
新
水
源
地
に
は
中
央
監
視
シ

ス
テ
ム
を
導
入
。
市
役
所
庁
舎
内
か

ら
の
監
視
や
制
御
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
効
率
的
な
運
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

式
に
は
、
市
関
係
者
や
自
治
会
長
、

施
工
業
者
な
ど
が
参
加
。
開
会
の
こ

と
ば
の
後
、
宮
路
市
長
、
宇
田
市
議

会
議
長
、
荻
自
治
会
馬
場
耕
一
会
長

が
同
時
に
通
水
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
ま

し
た
。

宮
路
市
長
は
、「
上
市
来
に
新
し

い
水
源
地
が
完
成
し
、
こ
れ
か
ら
は

水
の
安
定
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
ま
で
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
に
感
謝
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

上
市
来
水
源
地
通
水
式 
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吹
上
地
域
女
性
大
会
は
二
月
十
日
、

吹
上
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
潤
い
と
活
力
あ
る

郷
土
づ
く
り
の
た
め
に
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
そ
う
と
開
催

さ
れ
、
今
回
で
28
回
を
数
え
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
実
践
を
通
し
た

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
の
た
め
に
、

生
涯
学
習
推
進
大
会
も
兼
ね
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
吹
上
地
域
各
種
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
加
盟
の
九
団
体
な

ど
か
ら
約
四
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
加
盟
団
体
は
一
年
間
の

活
動
を
ス
ラ
イ
ド
で
報
告
。
農
業
、

商
業
、
福
祉
な
ど
、
各
分
野
で
生
き

生
き
と
活
躍
す
る
女
性
の
姿
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
「
輝
き
た
い
の
」

も
上
映
、
映
像
を
通
し
て
、
女
性
の

社
会
参
加
促
進
に
つ
い
て
学
び
あ
い

ま
し
た
。

大
会
の
昼
食
で
は
、
協
議
会
員
が

前
日
か
ら
準
備
し
た
豚
汁
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
素
朴
な
温

か
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
考
え
る
契
機
と
な
り
ま

し
た
。

一
月
二
十
一
日
、
日
吉
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
日
吉
地
域
女
性
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
各
種
女
性
団
体
の
代
表

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
で
幕
を
開
け
、
日

吉
地
域
各
種
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

長
の
諏
訪
免
順
子
さ
ん
が
開
会
の
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
課
長
の
小
園
和
年
先
生
を

講
師
に
招
き
、「
女
性
団
体
は
、
人
・

地
域
づ
く
り
応
援
団
」
〜
日
吉
の
良

さ
は
、
こ
こ
に
あ
り
〜
と
い
う
演
題

で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
園
先

生
の
鹿
児
島
弁
で
の
和
や
か
な
話
し

ぶ
り
に
、
会
場
か
ら
は
時
折
笑
い
が

起
こ
る
な
ど
楽
し
い
講
演
に
な
り
ま

し
た
。

続
い
て
「
地
域
で
育
て
よ
う
子
ど

も
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
生
活
学
校
委
員
長
の

浜
崎
ク
ミ
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
進
行
し
、
子
育
て
現
役
を

代
表
し
て
日
置
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
南
さ
よ

子
さ
ん
、
子
育
て
Ｏ
Ｂ
を
代
表
し
て

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
迫
千
穂
子
さ

ん
、
地
域
の
代
表
と
し
て
西
郷
自
治

会
の
加
藤
悦
郎
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
を
発
表
。
そ
の
後
、
会
場
の
参

加
者
と
と
も
に
地
域
で
の
子
育
て
に

つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
郷
を
取
り
巻
く
諸
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
に
東
市
来
地
域
婦
人
団

体
が
連
携
し
て
努
力
し
よ
う
と
、
二

月
十
五
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
東
市
来
地
域
女
性
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
東
市
来
地
域
内
の
母
子

寡
婦
福
祉
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
の
会
な

ど
九
婦
人
団
体
の
関
係
者
八
十
人
。

大
会
で
は
、
商
工
会
女
性
部
会
長
の

桂
木
誌
寿
子
さ
ん
が
、
十
八
年
度
同

女
性
部
の
実
践
報
告
、
食
生
活
改
善

推
進
員
会
長
の
米
澤
洋
子
さ
ん
が
、

「
語
る
会
」
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
国
際
交
流
員
の
金
信
愛

さ
ん
が
「
韓
国
の
食
文
化
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
韓
国
料
理
の
特
徴
や
宮

廷
料
理
、
日
本
と
韓
国
の
食
事
マ
ナ
ー

の
違
い
を
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
や
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の

推
進
、
省
エ
ネ
、
ゴ
ミ
減
量
で
環
境

の
維
持
・
保
全
な
ど
五
項
目
を
全
員

で
決
議
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
日
、
市
中
央
公
民
館
で

伊
集
院
地
域
女
性
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

大
会
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
の

手
話
コ
ー
ラ
ス
で
開
幕
。
伊
集
院
地

域
各
種
女
性
団
体
連
合
会
会
長
の
船

迫
ノ
ブ
子
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

地
域
内
各
種
女
性
団
体
の
代
表
者
十

一
人
が
、
社
会
教
育
、
福
祉
、
保
健
、

農
業
な
ど
の
各
分
野
で
、
女
性
の
視

点
で
い
き
い
き
と
し
た
活
動
を
紹
介
。

活
動
発
表
で
は
更
生
保
護
女
性
会
の

中
馬
由
紀
子
さ
ん
が
今
年
度
の
主
な

活
動
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
生
活
研
究
家
と
し
て

社
会
活
動
を
さ
れ
て
い
る
岩
元
静
子

先
生
が
登
壇
。「
家
族
生
活
〜
母
か

ら
の
贈
り
物
〜
」
と
い
う
演
題
で
、

「
現
代
の
何
で
も
手
に
入
る
便
利
な

生
活
の
中
で
、
日
本
に
伝
わ
る
昔
な

が
ら
の
食
文
化
や
生
活
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
、
心
も
体
も
健
康
で
生
き

生
き
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
す
ば
ら
し
い
日

本
の
文
化
を
忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し

い
」
と
自
身
の
体
験
談
を
交
え
な
が

ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　少子高齢化が進行し、家族形態
や個人のライフスタイルが多様化
するほか、国際化や情報化、地方
分権の進展等、社会経済情勢が急
速に変化しています。 
　このような社会経済の変化に
対応し、様々な問題の解決をはか
るためにも、一人一人の人権が尊
重され、性別に関わらず、個性や
能力を十分発揮することができる
男女共同参画社会の実現を目指
そうと各地域で女性大会が開か
れました。 

▲ 金 信愛さんの講演

▲ たくさんの人が参加しました ▲ 岩元静子先生の講演

▲ オープニングを飾る「ハーモニークラブ」

地
域 

女
性
大
会 

小
園
和
年
先
生
の
講
演

▲

各
種
女
性
団
体
の
代
表
に
よ
る「
コ
ー
ラ
ス
」

▲

▲ スライドで一年間の活動を紹介する女性団体

▼ 大会に踊りで花を添える生活研究グループ
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市
民
満
足
度
調
査 

を
実
施

主要施設等主要施設等 主要施設等 

有
効
回
収
率
四
九
・
四
二
％ 

調
査
は
、
昨
年
十
一
月
に
市
内
に

居
住
さ
れ
て
い
る
十
八
歳
以
上
の
方

二
千
人
を
対
象
に
調
査
票
を
配
布
し
、

九
百
八
十
二
人
の
方
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
（
表
①
）。

質
問
内
容
は
、
性
別
や
職
業
な
ど

の
基
本
属
性
を
は
じ
め
、
現
在
市
が

行
っ
て
い
る
四
十
三
施
策
に
対
す
る

「
満
足
度
」、「
重
要
度
」
に
つ
い
て
、

「
満
足
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
・

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
・
不
満
・

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」、「
重
要
・

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
重
要
・
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
重
要
で
な
い
・
重
要
で

な
い
・
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
の

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
選
ん
で
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
併
せ
て
、
不
満

や
重
要
で
な
い
理
由
や
施
策
に
対
す

る
意
見
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
」
を
要
望 

市
で
は
、
い
た
だ
い
た
回
答
に
つ

い
て
各
施
策
の
満
足
度
、
重
要
度
を

そ
れ
ぞ
れ
数
値
化
。
そ
の
結
果
、
満

足
度
、
重
要
度
が
高
か
っ
た
上
位
三

施
策
と
低
か
っ
た
下
位
三
施
策
は
表

②
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
数
値
化
さ
れ
た
満
足
度
と

重
要
度
を
も
と
に
「
改
善
要
望
度
」

と
い
う
指
数
を
出
し
ま
し
た
（
表
③
）。

こ
れ
は
満
足
度
が
低
く
重
要
度
が
高

い
ほ
ど
高
く
な
り
、
満
足
度
が
高
く

重
要
度
が
低
い
ほ
ど
低
く
な
り
ま
す
。

こ
の
改
善
要
望
度
が
最
も
高
か
っ
た

施
策
が
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
体
制
」
で

し
た
。
こ
れ
は
、
市
職
員
の
接
遇
（
あ

い
さ
つ
や
接
待
の
態
度
な
ど
）
に
対

す
る
市
民
の
満
足
度
が
低
く
、
こ
れ

か
ら
の
行
政
を
進
め
て
い
く
中
で
は

重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ

と
が
数
字
の
上
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、
今
回
の
調
査
結
果

を
細
か
く
分
析
し
、
職
員
の
接
遇
の

あ
り
方
を
は
じ
め
、
施
策
の
見
直
し

や
今
後
実
施
さ
れ
る
事
務
事
業
の
選

択
や
予
算
の
配
分
を
検
討
す
る
上
で

の
資
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

な
お
、
調
査
結
果
は
、
合
併
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
策
定
し
ま

し
た
「
日
置
市
行
政
改
革
大

綱
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、市

が
行
っ
て
い
る
施
策（
事
業
の

ま
と
ま
り
）
に
対
し
て
市
民

の
方
々
が
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
お
ら
れ
る
か
を「
満
足
度
」、

「
重
要
度
」の
度
合
で
答
え
て

い
た
だ
く
方
法
で
調
査
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、市
民

サ
ー
ビ
ス
体
制
（
市
職
員
の

接
遇
や
資
質
の
向
上
等
）
の

改
善
を
望
む
声
が
最
も
高
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
合
併
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室（
内
線
1
2
6
6
） 

※寝たきりの方や転出等の理由で調査票が戻ってきた為、有
効発送数は1,987人になりました。 

表①　回答者の状況 

東 市 来  

伊 集 院  

日 吉  

吹 上  

不 明  

計 

回　収　数 

253

404

119

176

30

982

有効回収率 

51.12％ 

44.20％ 

54.84％ 

48.62％ 

― 

49.42％ 

地　域 

表②　満足度・重要度上位下位施策 

1位 

2位 

3位 

… 

41位 

42位 

43位 

施　　策　　名 

医療体制の充実 

保健事業の推進 

安全な水の安定供給 

… 

農業の振興 

住宅・宅地の供給 

林業の振興 

 

重　要　度 

1位 

2位 

3位 

… 

41位 

42位 

43位 

施　　策　　名 

保健事業の推進 

安全な水の安定供給 

ゴミの削減と再資源化 

… 

市民サービス体制の充実 

企業の誘致・育成 

商店街の活性化 

 

満　足　度 

表③　改善要望度 

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

6位 

施　　策　　名 

市民サービス体制の充実 

地域防犯対策の推進 

企業の誘致・育成 

医療体制の充実 

商店街の活性化 

不登校児童等への対応 

 

▲ 審査会の風景（美術の部）

第
五
十
四
回
南
九
州
美
術
展
が
開

か
れ
、一
月
二
十
六
に
行
わ
れ
た
審

査
会
で
、美
術
部
門
の
特
別
賞（
六
十

点
）、特
選（
百
三
十
六
点
）、入
選（
七

百
三
十
六
点
）、書
道
部
門
の
特
別
賞

（
二
十
点
）、特
選（
三
十
二
点
）、入
選

（
二
百
五
点
）が
決
定
し
、二
月
十
四

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
市
中
央
公
民

館
と
伊
集
院
文
化
会
館
で
入
賞
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

同
展
は
、昭
和
二
十
八
年
に
故
門

松
周
一
さ
ん
が「
伊
集
院
町
総
合
美

術
展
」と
し
て
創
始
し
て
以
来
、第
十

回
か
ら「
南
九
州
美
術
展
」と
改
め
、

今
年
で
五
十
四
回
を
数
え
る
歴
史
あ

る
美
術
展
で
す
。

今
年
は
県
内
各
地
か
ら
、幼
児
か

ら
高
校
生
ま
で
美
術
部
門
に
九
千
五

十
三
点
、書
道
部
門
に
二
千
六
百
二

十
五
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
の
特
別
賞
受
賞
者
、学
校
賞

は
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

展
覧
会
の
様
子（
市
中
央
公
民
館
）

▲

日置市長賞 
村尾　文香（伊集院北中２年）

鹿児島県知事賞 
「今日もきばらんなら」 
山之内　亮（日置小６年）

南
九
州
美
術
展

賞
鹿児島県知事賞

鹿児島県議会議長賞

鹿児島県教育委員会賞

南九州美術展賞

鹿児島県美育協会賞

南日本新聞社賞

KTS鹿児島テレビ賞

鹿児島放送賞

日置市長賞
日置市教育委員会賞
門松周一賞
日置市校長会会長賞

学校賞

賞
日置市長賞

日置市議会議長賞

日置市教育委員会賞

南日本書道会賞

小倉博文堂賞

学校賞

種 目
描画
版画
描画
版画
描画
描画
版画
版画
版画
描画
版画
描画
版画
描画
描画
描画
版画
描画
描画
版画

部 門
条幅
条幅
条幅
硬筆
四つ切り
硬筆
半紙
半紙
半紙
半紙

氏 名
山之内 亮
柞木 翔吾
岩井田 光梨
白坂 愛
崎向 瑠優
西園 勇希
木戸 脩平
甲斐 康裕
有馬 愛
池上 楓
久保 沙和里
下 留未佳
弓指 優斗
立山 唯人
前鶴 美裕
団川 茉子
小平 美紗
川路 わかな
まえだ なおちか
下 真梨奈
土橋小学校
妙円寺小学校
伊集院北小学校
日置小学校
伊集院小学校

氏 名
村尾 文香
村尾 友香
桧物 奈緒子
馬渡 藤明
神田 明日香
赤間 じゅんな
原口 知佳
堤 省吾
冨奥 佐紀
田淵 実那美
伊集院小学校

学 校 名
日置小６年
伊集院小４年
扇尾小５年
土橋小３年
伊集院北保育所
伊集院北小２年
妙円寺小５年
妙円寺小６年
吹上中２年
伊集院小１年
妙円寺小６年
土橋小２年
土橋小３年
日置小６年
土橋幼稚園
飯牟礼小１年
妙円寺小５年
土橋小１年
飯牟礼幼稚園
土橋小５年

学 校 等
伊集院北中２年
伊集院北小５年
東市来中２年
伊集院小２年
伊集院中３年
日置小２年
吉利小２年
伊集院中２年
皆田小６年
東市来中２年

●美術の部 

●書道の部 
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東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

一
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
の
両

日
、「
韓
国
冬
の
キ
ム
チ
作
り
」
講

座
が
伊
作
田
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
二
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
市
国
際
交
流
員
の
金
信

愛
さ
ん
。
唐
辛
子
を
粉
末
状
に
し
た

も
の
と
イ
カ
と
あ
み
の
塩
辛
を
練
り

合
わ
せ
て
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
も
の

を
、
地
元
産
の
新
鮮
な
白
菜
や
リ
ン

ゴ
の
す
り
お
ろ
し
を
合
わ
せ
る
と
、

調
理
室
は
、
独
特
な
韓
国
キ
ム
チ
の

香
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
宮
下
久
美
子
さ
ん
（
伊

集
院
町
清
藤
）
は
「
市
販
の
キ
ム
チ

に
比
べ
、
後
か
ら
辛
さ
が
出
て
き
ま

す
。
リ
ン
ゴ
を
隠
し
味
に
使
う
の
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

料
理
に
使
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
、

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ 講師として熱心に指導する金さん（写真右）

▲ 授業参観「カルタ遊び」 ▲「茶道体験」

▲ 韓国の子どもたちの様子をスクリーンなどで紹介した「交流会」

鶴丸小で国際教育交流事業を実施！

韓国から教員団が訪問韓国から教員団が訪問韓国から教員団が訪問

一
月
三
十
日
、
韓
国
の
教
員
団
三

十
二
人
が
鶴
丸
小
学
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
教
員
の
資
質
の
向
上
と

相
互
理
解
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
財
団
法
人
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ

ア
文
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
国
際

教
育
交
流
事
業
の
一
つ
。
一
行
は
学

校
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
茶
道

を
体
験
。
日
本
の
伝
統
文
化
を
味
わ

い
ま
し
た
。

授
業
参
観
で
は
、
カ
ル
タ
遊
び
や

市
国
際
交
流
員
の
金
さ
ん
と
ザ
カ
リ

ア
さ
ん
に
よ
る
国
際
交
流
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
国
語
な
ど

の
授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
韓
国

の
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
紹
介
。
サ
ッ
カ
ー
や

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
楽
し

む
様
子
が
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
る
と
「
僕

た
ち
と
一
緒
だ
」
と
い

う
声
が
上
が
り
、
生
徒

た
ち
は
隣
国
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
を
代
表

し
て
六
年
生
の
徳
永
志

織
さ
ん
が
「
韓
国
の
こ

と
を
色
々
と
教
え
て
く

だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
。

い
つ
か
私
も
訪
れ
て
み

た
い
」
と
お
礼
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

本
場
、韓
国
キ
ム
チ
の
味
を
追
求
！

「
き
さ
ら
ぎ
美
山
」

美
山
地
域
内
外
の
交
流
促
進
と
早

春
の
陶
郷
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
二
月
十
一
日
、
美
山
陶
遊
館
に

隣
接
す
る
共
同
登
り
窯
（
四
百
年
窯
）

で
、｢

み
ん
な
で
登
り
窯
を
焚
こ
う
！｣

が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
三
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化

を
願
い
毎
年
行
わ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
今
年
で
五
回
目
。

今
回
の
登
り
窯
に
は
、
公
民
館
講

座
生
に
よ
る
作
品
や
美
山
陶
芸
ク
ラ

ブ
、
美
山
小
と
皆
田
小
の
児
童
ら
に

よ
る
作
品
お
よ
そ
二
百
五
十
点
が
、

窯
に
詰
め
ら
れ
、
火
が

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

四
百
年
窯
広
場
で
は
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ラ
ス
や
地
元
の
福

島
千
絵
さ
ん
に
よ
る
サ
ッ

ク
ス
演
奏
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち

に
お
菓
子
と
参
加
者
全

員
に
は
、
つ
き
た
て
の

お
餅
と
ぜ
ん
ざ
い
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
、登
り
窯
を
焚
こ
う
！

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
の
華
麗
な

技
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
鹿
児
島
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
０
７
が
、
二
月
十
日
か

ら
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
、
早
春
の

吹
上
浜
海
岸
を
舞
台
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
九
回
目
と
な
る
大
会
に
は
、

全
国
か
ら
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
競

技
者
約
百
人
が
参
加
。
適
度
の
風
が

吹
く
絶
好
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
で
選
手

ら
は
、
巧
み
に
風
を
操
り
す
ば
ら
し

い
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
は
、
波
と

風
を
必
要
と
す
る
競
技
で
、
吹
上
浜

一
帯
は
全
国
で
も
有
名
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

尾木場めだかの里保全委員会が、
田園再生活動コンクールで美しい郷
と営み賞を受賞し、その報告に１月
29日宮路市長を表敬訪問しました。
このコンクールは、農村地域で、

農業生産との調和を図りながら、自
然環境保全・再生活動を行っている
優良事例を表彰し、自然と共存した
農村づくりの推進を図ろうとするも
のです。
尾木場自治会は、メダカなどの多

様な生き物が生息する先人が継承し
た棚田を生かして、都市との交流や
農道、ため池などの点検整備、清掃
活動を行い、農といのちを育んでき
た活動が評価されました。
同保全委員会代表の野上貞夫さん

は「これまでの地域の取り組みが評
価されて自信が出てきました。ます
ます、地元の人たちに元気が出てき
たようです」と話していました。

『美しい郷と営み賞』を受賞 『美しい郷と営み賞』を受賞 
尾木場めだかの里

保全委員会

登
り
窯
の
前
で
澄
ん
だ
歌
声
を
披
露
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス

▲

ス
タ
ッ
フ
も
大
忙
し

▲

早
春
の
吹
上
浜
を
彩
る

ウ
ェ
ー
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
！

ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
全
国
大
会
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二
月
二
日
か
ら
来
鹿
し
て
い
た
韓

国
の
延
世
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
が
二
月
十
二
日
、
伊
集
院
小
学
校

体
育
館
で
市
内
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

延
世
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
ア
メ
リ
カ
の
人
気
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

Ｎ
Ｂ
Ａ
に
も
選
手
を
出
し
て
い
る
韓

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
強
豪
。

当
日
は
二
㍍
ほ
ど
も
あ
ろ
う
か
と

い
う
選
手
達
が
子
ど
も
達
に
レ
ッ
ス

ン
。
子
ど
も
達
は
言
葉
が
通
じ
な
い

大
男
を
前
に
も
の
お
じ
ひ
と
つ
せ
ず
、

身
振
り
手
振
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
選

手
と
子
ど
も
達
を
交
え
て
の
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
。
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
が
続
出
す

る
ゲ
ー
ム
内
容
と
な
り
ま
し
た
が
、

体
育
館
は
笑
い
に
包
ま
れ
、
終
始
笑

顔
の
絶
え
な
い
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

「
第
八
回
い
じ
ゅ
う
い
ん
Ｃ
Ｕ
Ｐ

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
が
二
月
十
一

日
、
伊
集
院
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、

小
学
生
四
十
一
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通

し
て
地
域
内
の
子
ど
も
達
の
交
流
を

図
り
、
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を

育
て
、
協
力
し
合
う
態
度
や
が
ん
ば

り
抜
く
姿
勢
を
培
う
こ
と
を
目
的
に

始
ま
っ
た
大
会
。

チ
ー
ム
は
各
小
学
校
の
ク
ラ
ス
単

位
な
ど
で
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
趣

向
を
凝
ら
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
チ
ー
ム

名
が
顔
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

小
学
五
、
六
年
生
の
Ａ
パ
ー
ト
と

四
年
生
以
上
と
女
子
の
Ｂ
パ
ー
ト
に

分
か
れ
て
争
わ
れ
た
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
Ａ
パ
ー
ト
】 

優
勝

零
‐
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
‐（
伊
集
院
北
小
）

二
位

北
小
ス
ク
ラ
ム（
５
の
い
）（
伊
集
院
北
小
）

三
位

北
小
パ
ラ
ダ
イ
ス（
５
の
い
）（
伊
集
院
北
小
）

み
ん
な
でKA

・TTUN

（
伊
集
院
小
）

【
Ｂ
パ
ー
ト
】 

優
勝

ト
ン
カ
ツ
定
食（
伊
集
院
北
小
）

二
位

１
２
明
太
子（
伊
集
院
北
小
）

三
位

ク
ラ
ン
プ
リ
キ
ッ
ズ（
伊
集
院
小
）

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ（
妙
円
寺
小
）

立和名自治会
高田自治会

河
川
の
保
全
・
美
化
活
動
で
表
彰

二
月
二
十
日
、
中
川
集
荷
場
で
伊
集
院
町

い
ち
ご
部
会
品
評
会
が
行
わ
れ
、
伊
集
院
地

域
の
い
ち
ご
生
産
者
か
ら
四
十
二
点
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
伊
集
院
地
域
の
い
ち
ご
生
産
の

品
質
向
上
を
目
的
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今

年
で
十
五
回
目
を
数
え
ま
す
。

品
評
会
は
今
年
か
ら
審
査
方
法
が
変
わ
り
、

一
パ
ッ
ク
の
重
さ
、
糖
度
、
色
な
ど
を
農
協
、

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
市
場
、
市
の
担

当
者
な
ど
五
人
が
審
査
。
粒
ぞ
ろ
い
の
い
ち

ご
を
前
に
、
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

！

「
支
え
合
う
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」を
学
ぶ

伊集院小
総合的な
学 習

地
域
に
出
か
け
て
体
験
学
習

▲ 身障者用トイレを掃除（銀天通り中央公園）▲ 落書き消し（徳重地下道）

伊
集
院
小
学
校
四
年
生
が
一
月
三

十
一
日
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

「
地
域
に
出
か
け
て
体
験
活
動
」
の

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

伊
小
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
は
、
福
祉
（
高
齢
者
や
障
害
者
へ

の
対
応
等
）
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
情
報
、
国
際
理
解
な
ど
の
分
野

で
、
事
前
学
習
と
現
場
体
験
を
通
し

て
「
支
え
合
う
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
始
め
に
学
校
周
辺
の
地

域
探
索
を
行
い
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、

点
字
、
身
体
障
害
者
用
駐
車
場
、
ス

ロ
ー
プ
な
ど
を
把
握
し
、
実
際
に
車

い
す
体
験
や
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
を
通

し
た
り
し
て
、
公
共
施
設
整
備
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
（
す
べ
て

の
利
用
者
が
で
き
る
だ
け
円
滑
に
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る

こ
と
）
や
高
齢
者
な
ど
身
体
の
不
自

由
な
方
々
の
大
変
さ
に
気
付
き
ま
し

た
。次

に
、
目
や
耳
の
不
自
由
な
方
々

や
高
齢
者
の
暮
ら
し
な
ど
、
実
際
に

学
校
か
ら
出
か
け
て
生
活
の
様
子
に

つ
い
て
学
習
。
次
の
活
動
な
ど
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、

そ
の
調
べ
た
こ
と
を
実
際
に
行
動
に

移
し
た
り
し
て
、
ま
と
め

る
学
習
に
進
み
ま
す
。

今
回
の
「
地
域
に
出
か

け
て
体
験
活
動
」
の
実
習

で
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
身
障
者
用
駐

車
場
で
の
ペ
ン
キ
塗
り
や
銀
天
通
り

中
央
公
園
ト
イ
レ
な
ど
の
掃
除
、
徳

重
地
下
道
の
落
書
き
消
し
、
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

践
し
ま
し
た
。
徳
重
地
下
道
の
落
書

き
消
し
を
実
践
し
た
四
年
ろ
組
の
護

摩
拓
郎
く
ん
は
「
作
業
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
き
れ
い
に
な
っ
て
う
れ
し
い
。

ま
ち
全
体
が
き
れ
い
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ 身障者用マークのペンキ塗り（市立図書館駐車場）

韓
国
延
世
大
学
バ
ス
ケ
ク
リ
ニ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
国
際
交
流

宝
く
じ
助
成
で
フ
ェ
ン
ス
設
置

宝
く
じ
の
事
業
収
入
を

利
用
し
た
「
平
成
十
八
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
で
伊
集
院
地
域
野
田

自
治
会
が
フ
ェ
ン
ス
を
設

置
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

こ
の
よ
う
に
還
元
さ
れ
、

地
域
づ
く
り
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

野 田
自治会

河
川
を
大
切
に
し
、
梅
雨
期
の
河

川
環
境
の
保
全
・
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
二

月
六
日
に
東
市
来
地
域
立
和
名
自
治

会
、
吹
上
地
域
高
田
自
治
会
が
河
川

愛
護
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

当
日
は
種
子
島
土
木
事
務
所
長
か

ら
各
自
治
会
へ
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ

た
後
、
宮
路
市
長
が
「
地
域
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
一
日
、
市

中
央
公
民
館
で
市
茶
業

振
興
会
総
会
・
茶
業
振

興
大
会
が
行
わ
れ
、
市

内
の
茶
生
産
者
が
一
堂

に
会
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
茶
業
に
対
す
る
会
員
相
互
の
研
鑽
を
重
ね
、
安

心
・
安
全
な
お
茶
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
総
会
で
は
今
年
度
、
来
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

が
協
議
さ
れ
、
大
会
で
は
荒
茶
品
評
会
・
茶
園
共
進
会
の
褒

賞
授
与
や
〝
県
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
員
〞
の
中
留
健

児
さ
ん
（
志
布
志
市
）
を
講
師
に
「
環
境
に
や
さ
し
い
茶
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
置
市
茶
業
振
興
会
総
会
・
茶
業
振
興
大
会

安
心
・
安
全
な

お
茶
づ
く
り
を
目
指
し
て

いちご部会
品評会

粒
ぞ
ろ
い
の
い
ち
ご
、

ず
ら
り

いじゅういんCUP
ドッジボール大会



日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

！

思
い
や
り
を
持
っ
て
、信
頼
さ
れ
る
努
力
を

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
』の
大
切
さ
を
学
ぶ

一
月
十
九
日
、
日
吉
中
学
校
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
五
人

の
講
師
を
招
き
、
一
年
生
二
ク
ラ
ス
五
十
三
人
を
対
象
に
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
大
西
さ
ん
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
全
般
と
活
動
に
お
け

る
注
意
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
生
徒
達
は
そ
れ
ぞ
れ
各

グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
高
齢
者
・
視
聴
覚
障
害
・
車
い
す
・
介
助
体

験
を
し
ま
し
た
。

体
験
後
生
徒
た
ち
は
、
介
助
す
る
際
に
は
不
安
を
与
え
な
い
よ
う

に
気
を
配
っ
た
り
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
話
し
か
け
た
り
す
る
こ
と

な
ど
、
お
互
い
が
信
頼
し
合
え
る
よ
う
に
努
力
す
る
事
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

▲ 視聴覚障害体験▲ 車いす体験

▲ 高齢者体験

授産事業の振興と
障害者福祉への一層の理解を願って

第
十
九
回
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
in
鹿
児
島
が

二
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
五
日
間
、
鹿
児
島
市

の
山
形
屋
デ
パ
ー
ト
一
号
館
六
階
で
開
催
さ
れ
、
日
吉

地
域
か
ら
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
梅
の
里
の
「
ａ
ｐ
ｒ
ｉ
ｃ

ｏ
ｔ

pi
pi
」
が
参
加
出
店
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
内
の
授
産
施
設
（
＝
心
身
の

障
害
者
で
あ
っ
て
、
雇
用
さ
れ
る
こ
と
の
困
難
な
人
を

対
象
に
入
・
通
所
に
よ
り
自
活
に
必
要
な
訓
練
を
行
い
、

か
つ
職
業
を
紹
介
し
自
活
を
目
指
す
施
設
）
で
働
く
方
々

の
作
品
の
展
示
販
売
を
行
う
も
の
で
、
授
産
事
業
の
振

興
を
図
り
、
さ
ら
に
販
路
の
拡
大
と
障
害
者
福
祉
へ
の

理
解
が
よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

ａ
ｐ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
ｔ

pi
pi
は
、
平
成
十
八
年
十
月
に

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
梅
の
里
の
施
設
内
に
オ
ー
プ
ン
。
施

設
内
で
一
つ
一
つ
手
作
り
し
た
子
供
・
婦
人
服
や
雑
貨

等
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
梅
の
里
は
平
成
十
三
年
に
開
所
。

現
在
、
市
内
外
か
ら
三
十
五
人
の
方
が
、
園
芸
（
胡
麻
・

甘
し
ょ
・
野
菜
の
栽
培
）、
園
外
作
業
（
ネ
ギ
の
選
別

作
業
な
ど
地
元
農
家
の
手
伝
い
や
各
種
箱
折
作
業
等
）、

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
、
子
供
服
・
婦
人
服
・
雑
貨

等
の
縫
製
作
業
等
に
取
り
組
み
、
地
域
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

第
九
回
日
吉
地
域
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
が
二
月
十
一
日
、
鹿
児

島
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お

い
て
日
吉
地
域
体
育
協
会
日
吉
地
域

ゴ
ル
フ
部
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
約

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
参
加

者
は
思
い
思
い
に
一
日
を
楽
し
く
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
受
付
時
に
呼
び
か
け
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
募
金
は
総
額
で
六
万
一
千

二
百
四
十
四
円
と
な
り
、
今
回
は
「
日

吉
町
せ
っ
ぺ
と
べ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
へ
の
活
動
援
助
と
し
て
全
額
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、Ｂ
Ｇ
＝
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
略
）

【
江
口
〜
吹
上
コ
ー
ス
】 

優
　
勝

湯
地

勝
弘

準
優
勝

黒
木

克
弘

三
　
位

下
原

正
人

Ｂ
Ｇ
賞

黒
木

克
弘

【
吹
上
〜
美
山
コ
ー
ス
】 

優
　
勝

櫨
元

健
壱

準
優
勝

重
信

重
孝

三
　
位

山
下

義
男

Ｂ
Ｇ
賞

小
正

利
文

【
美
山
〜
江
口
コ
ー
ス
】 

優
　
勝

瀬
野

寛

準
優
勝

西
原

正
寛

三
　
位

八
重
倉
龍
秋

Ｂ
Ｇ
賞

浜
崎

忍

高
齢
者
体
験
を
前
に
講
師
か
ら
説
明
を
受
け
る
生
徒

▲
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日吉中

！

和
や
か
に
プ
レ
ー
楽
し
む
！

江
口
コ
ー
ス
一
番
ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル

▲

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
贈
呈
式

▲

一
月
十
四
日
、
鹿
児
島
市
鴨
池
公

園
水
泳
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
三
十

三
回
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
新
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
水
泳
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
吉

利
小
学
校
五
年
生
の
西
留
美
貴
さ
ん

が
年
齢
区
分
十
歳
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）

ま
で
の
五
十
㍍
背
泳
ぎ
（
タ
イ
ム
＝

三
十
四
秒
八
三
）
と
百
㍍
背
泳
ぎ
（
タ

イ
ム
＝
一
分
十
五
秒
八
五
）
の
二
種

目
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

西
留
さ
ん
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら

水
泳
教
室
に
通
い
、
現
在
は
「
ゆ
ー

ぷ
る
吹
上
」
で
月
曜
日
を
除
き
毎
日

練
習
。
同
施
設
で
西
留
さ
ん
を
指
導

す
る
山
下
・
松
元
両
コ
ー
チ
に
よ
る

と
「
タ
イ
ム
も
全
国
大
会
レ
ベ
ル
に

近
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
て
、
こ
れ

か
ら
が
楽
し
み
で
す
」
と
の
こ
と
。

今
は
、
三
月
と
八
月
東
京
で
行
な
わ

れ
る
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
）
水
泳
大
会
優
勝

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
ー
ぷ
る
吹
上
で
は
、
三
歳
か
ら

八
十
歳
ま
で
の
約
四
百
人
の
会
員
が

楽
し
く
水
泳
教
室
に
参
加
。
う
ち
二

十
人
が
選
手
コ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
今
後
の
選
手
達
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
で
す
。

▲ 優勝トロフィー・賞状を持つ西留さん

全国大会優勝を目標に！ 全国大会優勝を目標に！ 全国大会優勝を目標に！ 環境に優しい農業を目指し！ 環境に優しい農業を目指し！ 

２月13日、山田地区でキュウリ栽
培を営む的場勝弘さん（40）と大西
典生さん（34）の二農家が取り組む
環境に優しい農業実践計画を持続性の
高い農業生産方式の導入に関する計画
として県が認定し、その認定証の授与
式が日吉支所で行われました。
この制度で県知事が認定した農家を

“エコファーマー”と呼んでおり、日
吉地域ではネギ栽培農家の二石純一さ
んに続いての認定となりました。
今後は、認定された計画に基づき、

土づくり、化学肥料や化学農薬の低減
に一体的に取り組んで環境に優しい農
業実践者として地域を担っていくこと
となります。

２農家がエコファーマーに認定

▲ 認定を受けた大西さん（写真左）と的場さん（写真右）
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

「
豊
か
で
誇
り
の
持
て
る
地
域
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
吹
上
地
域
生

涯
学
習
大
会
が
二
月
十
日
、
吹
上
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
講
座
生
に
修
了
証

書
を
授
与
。
平
鹿
倉
地
区
の
県
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
表
彰
、
社
会
教
育

功
労
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
ジ
ッ
ク
教
室
生
は
、
講
座
で
培
っ

た
手
品
技
術
を
学
習
成
果
と
し
て
発

表
。
マ
レ
ー
シ
ア
親
善
大
使
な
ど
の

海
外
体
験
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｋ
Ｔ
Ｓ
タ
レ
ン
ト
、
タ
マ

リ
さ
ん
は
「
人
間
大
好
き
」
の
テ
ー

マ
で
舞
台
か
ら
降
り
て
講
演
。
取
材

体
験
か
ら
「
手
を
つ
な
ぎ
体
温
を
感

じ
ま
し
ょ
う
」「
人
を
好
き
に
な
る

努
力
を
」
と
笑
顔
で
訴
え
ま
し
た
。

豊
か
で
誇
り
の
持
て
る
吹
上
づ
く
り

平
成
18
年
度
吹
上
地
域
生
涯
学
習
大
会

農
業
に
携
わ
る
全
世
帯
員
が
、
意
欲
を
持
っ
て
農

業
経
営
に
参
画
で
き
る
よ
う
取
り
決
め
る
「
家
族
経

営
協
定
」。
そ
の
調
印
式
が
一
月
二
十
六
日
、
伊
作
地

区
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
式
に
臨
ん
だ
農
家
は
、
昨
年
調
印
し
た
二
家

族
を
含
む
六
家
族
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で
「
健
康
で

楽
し
く
、
相
互
に
責
任
あ
る
農
業
経
営
に
参
画
す
る
」

と
い
う
協
定
書
を
読
み
上
げ
た
後
、
市
長
ら
立
会
い

の
中
、
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

協
定
農
家
を
代
表
し
て
赤
井
田
秀
和
さ
ん
（
小
永

吉
）
が
「
高
品
質
で
信
頼
の
あ
る
農
業
を
目
指
し
、

屈
す
る
こ
と
な
く
家
族
で
が
ん
ば
り
た
い
」
と
力
強

く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

屈
す
る
こ
と
な
く
家
族
で
が
ん
ば
る

服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
博
多
和
博
さ
ん(

写
真
右)

の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
二
月
十
一
日
、
旧
野
首
小
学
校
の
野

月
舎
隣
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

自
ら
を
「
衣
福
芸
術
家
」
と
称
し
、
服
飾
に
よ
る

独
特
の
表
現
を
す
る
博
多
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
個
展
や
シ
ョ
ー
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
そ
の
作
品
を
展
示
し
た
も
の
。

こ
の
日
、
市
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
も
訪
れ
、
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
や
色
彩
で
芸
術
作
品
と
な
っ
た
衣
服
に

目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
金
〜
日
曜
日
に
オ
ー
プ
ン
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://orangeroom
.in/

衣
福
ギ
ャ
ラ
リ
ー
野
首
に
オ
ー
プ
ン

平
成
十
九
年
産
の｢

吹
上
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス｣

出
発
式
が
二
月
十
六
日
、

上
草
田
の
管
理
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
生
産
者
を
は
じ
め
、
農

協
、
農
政
関
係
者
五
十
人
が
出

席
し
、
今
年
産
の
出
荷
を
祝
い

ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
は
今
年
、十
二
戸

で
三･

七
㌶
を
生
産
。部
会
で
は

お
よ
そ
六
四･

五
㌧
の
出
荷
を

目
指
し
て
い
ま
す
。「
栽
培
技
術

の
高
位
平
準
化
に
よ
る
反
収
の

引
上
げ
を
」と
生
産
部
会
長
の

三
窪
球
利
さ
ん
。環
境
に
も
配

慮
し
、消
費
者
の
安
心･

安
全
志

向
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

同
日
、
部
会
員
三
人
が
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
知
事
か
ら

認
定
。
さ
ら
に
質
の
高
い
取
り

組
み
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

環境に配慮し安心・安全
吹上アスパラ出発式

日
置
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓

交
流
大
会
が
二
月
四
日
、
吹
上
浜
公

園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
大
会
に
は
、
日
置
地
区

内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
二
十

八
団
か
ら
二
百
六
十
二
人
が
参

加
。
伊
作
サ
ッ
カ
ー
団
員
に
よ

る
綱
領
唱
和
の
後
、
ゲ
ー
ム
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
話
し
合

い
活
動
を
通
し
て
、
競
技
種
目

を
超
え
た
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

会
場
は
多
様
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
ス
ポ
ー

ツ
活
動
以
外
に
も
学
習
活
動
や

体
力
テ
ス
ト
、
社
会
活
動
、
文

化
活
動
な
ど
、
七
つ
の
領
域
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

競技を超えて交流深める
スポ少交歓交流大会

特
別
支
援
教
育
研
究
協
力
校
の
伊

作
小
で
二
月
六
日
、
研
究
公
開
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
特
別
支
援
教
育
は
「
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
子
」
を
、
そ

の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
援
助
し

よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
特
殊
教

育
に
変
わ
り
こ
の
四
月
か
ら
正
式
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

研
究
公
開
に
は
関
心
の
高
さ
を
反

映
し
て
、
九
十
人
余
り
の
教
員
ら
が

参
加
、
公
開
授
業
で
は
生
き
生
き
し

た
教
室
に
目
を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
「
支
援
児
童
以
外
へ

の
対
応
は
」「
中
学
校
と
の
連
携
が

課
題
」
な
ど
、
時
間
が
足
り
な
い
ほ

ど
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
詳
細
は
、
伊
作
小
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
く
ま
し
く
生
き
る
伊
作
っ
子
を

伊
作
小
で
特
別
支
援
教
育
研
究
公
開

市の農政担当者が吹上の農業について説明。
身近に採れる農産物の話に、興味深く聞き入っ
ていました。

和
田
小
出
前
講
座
�
��

永吉南郷会が主催。38回を数える大会に
は小中学校30チームが出場し熱戦を展開、
和田スポ少が優勝しました。

建
国
記
念
の
日

剣
道
大
会

�
��

出場全12地区の手づくり応援看板を設置
した吹上中前。この日、同校OB選手全員が区
間賞を獲得する快走でした。

吹
上
中
が
手
づ
く
り

県
下
一
周
応
援
看
板
�
��

日新公顕彰会の呼び掛けに100人余りが
参加。伐採後は、土塁や空堀が浮かび上がり、
往時をしのばせました。

伊
作
城
清
掃
ボ
ラ
�
��



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

和
田

乙
姫

剛

永
吉
ふ
も
と

道
上

結
太

一
郎

西
本
町

����� �����	
�� ����� �����	
 ��

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

宮
前

塁
人

敏
和

丸
牧

下
醉
尾
聖
也

一
也

杉
之
迫

堤

翔
太

卓
也

下
養
母

北
園
新
太
郎

富
郎

大
平

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

成
田

聖

郷

日
新

日
吉
地
域 

東
市
来
地
域 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

稲
森

幸
弘

72

日
置
麓

大
茂

太
市

75

諏
訪

森

タ
マ
子

90

中
区

西
原

義
行

88

毘
沙
門

前
岡

健
司

34

山
田

竹
之
内
シ
ヅ

86

帆
之
港

日
吉
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

久
保

義
光

86

下
中
之
里

前
原

洋
子

55

下
与
倉

宮
下

洋
二

74

南
宮
内

村
川

久
男

71

上
与
倉

加
治
屋
シ
ヅ

86

上
中
之
里

駒
田

淳

80

藤
元

大
山

龍
一

78

上
草
田

内
田

義
滿

83

永
吉
中
和
田

内
野

ア
キ

89

南
湯
之
元

横
道

サ
イ

90

上
与
倉

池
田

ミ
エ

97

ふ
も
と

有
馬

農

89

花
熟
里

吹
上
地
域 

伊
集
院
地
域 

伊
集
院
地
域 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

安
藤

理
乃

健
一

猪
鹿
倉

黒
木

優
斗

浩
一

飯
牟
礼
中

富
元

風
向

昭
紘

朝
日
ヶ
丘

北
野

陽
基

誠
一
郎

猪
鹿
倉

得
瀬

心

清
則

徳
重
東

前
田

琉
貴

哲
也

妙
円
寺
９
区

小
池

隼
太

晃
一

瀬
戸
内

野
田

弥
愛

恒
一
郎

中
央
通

今
吉

彩
寧

司

小
城

尾
堂

昇

誠

上
土
橋

橋
口

真
央

雅
夫

向
江
町

宮
増
翔
之
崇

公
助

妙
円
寺
５
区

入
田

和
哉

政
彦

郡
下

健
心

盛
明

恋
之
原
中

榎
木

悠
人

大
輔

妙
円
寺
９
区

榎
園

賢

浩
一

飯
牟
礼
中

安
部

亮
佑

崇

徳
重
東

中
村

真
央

真
也

猪
鹿
倉

馬
塲

泰
嘉

学

朝
日
ヶ
丘

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

有
川

邦
男

76

妙
円
寺
１
区

有
村
ア
ヤ
子

81

麦
生
田
中

仮
屋

政
義

80

竹
之
山

福
永
ア
ヤ
子

83

麓
東

前
田

す
ぎ

84

飯
牟
礼
下

篠
原

博
信

55

妙
円
寺
６
区

佐
伯
次
郎
粗

71

大
田
上

田
中

フ
ミ

88

飯
牟
礼
下

片
淵
ハ
ル
ヱ

89

清
藤

宇
都

春
夫

51

中
川

弓
塲

善
吉

91

竹
之
山

和
田
キ
ク
ヱ

92

中
神
殿

宮
奥

正
則

75

池
田

池
田

利
治

85

中
福
良

山
下

正
盛

92

猪
鹿
倉

前
之
園
正
義

91

向
江
町

東

良
子

73

中
福
良

田
村
ヒ
デ
子

79

郡
下

小
吹
ハ
ツ
ヱ

96

麓
東

宇
都

和
子

76

清
藤

地
頭
江
國
夫

89

野
田
３
区

木
下
磨
須
夫

71

朝
日
ヶ
丘

御
領

三

91

四
郎
園

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

団

新
哉

81

中
央

米
澤

操

94

荻

幾
留

哲
夫

71

坂
之
上
下

片
平

義
光

86

上
床

種
子
田
サ
ト

88

杉
之
迫

上
野
フ
ヂ
エ

87

野
下

米
澤

佐
直

91

荻

米
園

和
洋

44

駅
前

池
之
上
ヨ
シ
子

86

駅
前

鉾
之
原
ミ
ヱ

84

鉾
之
原

木
場
ト
ミ
子

74

麓
上

田
之
頭
サ
ダ
ヱ

87

田
之
湯

西
田

久
巳

76

江
口

滿
園

美
義

84

田
之
湯

町
田
ス
ミ
子

76

荻

の
ぼ
る

あ
や

ね

か
ず

や

け
ん
し
ん

け
ん

ゆ
う

と

る
い

と

せ
い

や

ゆ
う

と

は
る

きし
ん

り
ゅ
う
き

し
ゅ
ん
た

り
ょ
う
す
け

し
ょ
う
の

す
け

し

ょ

あ

み

ら

い

た

い

が

り

の

ま

お

ま

お

１
月
受
付
分（
敬
称
略
）

２
月
受
付
分（
敬
称
略
）

２
月
受
付
分（
敬
称
略
）

ひ
じ
り

し
ん

た

ろ
う

ゆ
う

た

私たちの住む日置市には、足湯も含めて約40もの温泉施設があります。
なかでも、東市来の「湯之元温泉郷」と吹上にある「吹上温泉郷」は有名で、泉質の良さが評

判をよび、遠方からも多くの方がいらっしゃいます。
今回は、そんな日置市の財産ともいえる温泉の、健康にもたらす効果についてご紹介します。

温泉は、自律神経や内分泌系に作用して人間に本来備わっている自然治癒力を高めて健康回復や、健康づくり
に役立ちます。
しかし、急性の病気や悪性腫瘍、重い心臓病や重症の高血圧などでは温泉が禁止されます。
治療中の病気がある方は、主治医の先生とも相談しながら自分に合った温泉活用をするようにしてください。

心

体

温泉の効用

温熱効果

新陳代謝が活発になります。高温浴（42℃以上）は疲労回復、鎮痛効果があります。
また、刺激が強く神経を高ぶらせます。反対に微温浴（38℃前後）は高ぶった神経
を鎮め、心臓の負担を軽くする働きがあり、神経衰弱や不眠症などに有効です。

物理的作用
水圧効果

水圧が体に加わることにより、心臓や肺の働きに影響を与え、利尿促進やむくみの軽
減に効果があります。

浮力効果

湯中では、浮力が働き体重が軽くなるので、筋肉や関節に障害がある人も楽に体を動
かすことができ、様々なリハビリテーションに利用されます。

薬理的効果

温泉に溶け込んでいる色々な成分が、皮膚から体に吸収され、身体機能が向上します。化学的作用

精神的やすらぎ効果（転地効果）

日常生活から離れ、自然環境の豊かな温泉地へ転地することによって、心身のストレ
ス解消に効果があります。

環 境 作 用

吹上砂丘荘

日吉
老人福祉センター

国民保養センター
江口浜荘

健康づくり複合施設
ゆすいん

し
ょ
う
た

い

つ

き

二
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、

十
二
地
区
（
各
地
区
登
録
選
手
二
十

一
人
）
を
代
表
す
る
選
手
が
早
春
の

県
内
五
十
三
区
間
・
５
９
２
・
７
㎞

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

日
置
チ
ー
ム
は
、
郷
土
入
り
の
二

日
目
、
熱
狂
的
な
声
援
を
受
け
て
激

走
し
、
自
宅
前
を
走
る
松
枝
選
手
が

第
一
区
で
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
二
区
能

勢
選
手
、
三
区
下
野
選
手
が
区
間
賞

の
快
走
を
見
せ
、
串
木
野
通
過
ま
で

ト
ッ
プ
を
譲
ら
ず
、
切
れ
目
の
な
い

沿
道
で
の
大
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

最
終
日
ま
で
全
選
手
自
分
の
力
を

出
し
切
り
、
昨
年
か
ら
一
つ
順
位
を

上
げ
、
四
年
ぶ
り
の
総
合
七
位
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
高
校
生
の

活
躍
が
目
覚
し
く
、
一
般
の
選
手
も

刺
激
を
受
け
、
来
年
以
降
の
大
会
に

楽
し
み
を
残
す
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

沿
道
で
の
た
く
さ
ん
の
ご
声
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

観
察
員

米
澤

幸（
市
来
保
養
院
）

コ
ー
チ

今
屋

譲（
日
置
市
消
防
本
部
）

船
倉

利
幸（
日
置
市
役
所
）

前
屋
敷

満（
日
置
市
役
所
）

選

手

小
園

勇
作（
日
置
市
消
防
本
部
）

徳
重

祐
児（
日
置
市
消
防
本
部
）

有
馬

拓
美（
江
口
蓬
莱
館
）

満
園

和
樹
（
県
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
）

篠
原

正
大（
第
一
工
業
大
学
）

能
勢

勇
作（
第
一
工
業
大
学
）

宇
都

邦
和（
第
一
工
業
大
学
）

新

健
世
（
鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
）

中
村

泰
士
（
鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
）

山
下

和
也
（
鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
）

下
野

青
海
（
鹿
児
島
城
西
高
等
学
校
）

松
枝

翔
（
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
）

早
馬

仁
（
鹿
児
島
城
西
高
等
学
校
）

中
間

純
一
（
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
）

田
口

哲（
伊
集
院
高
等
学
校
）

日
置
市
関
係
者（
敬
称
略
） 

第
54
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会 

第
54
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会 

総合 
第7位 
総合 
第7位 
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シリーズ

ひと いきいき

今
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
婦
人
会
な
ど
を
通
じ
て
社
会
教
育
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
有
馬
さ

ん
。
現
在
は
各
種
女
性
団
体
や
婦
人
会
な
ど
様
々
な
組
織
で
活
躍
、
永
吉
地
区
で
は
婦

人
部
長
も
務
め
て
い
ま
す
。
永
吉
地
区
婦
人
部
で
は
地
区
内
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て

声
か
け
運
動
を
す
る
「
と
も
し
び
グ
ル
ー
プ
」
や
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
時
の
炊
き
出
し
の

協
力
、
青
少
年
育
成
や
子
育
て
支
援
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
婦
人
部

で
組
織
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
あ
じ
さ
い
」
は
、
市
や
地
区
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
清
掃
活
動
や
子
育
て
支
援
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
有

馬
さ
ん
は
、「
ど
の
活
動
に
も
苦
労
は
つ
き
も
の
。
し
か
し
、
そ
の
苦
労
の
先
に
あ
る

喜
び
を
感
じ
た
時
、〝
こ
の
活
動
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
〞
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

女
性
の
目
線
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
も
の
、
で
き
る
こ
と
。
こ
の
活
動
に
生
き
が
い
を
感

じ
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

婦
人
部
は
、
一
人
で
は
で
き
な
い
学
習
を
地
域
の
人
と
助
け
合
い
、
ま
た
、
各
種
団

体
と
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
地
域
住
民
一
人
一
人
が

心
豊
か
に
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
永
吉
地
区
は
以
前
よ
り
高
齢
化
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
物
産
館
な
ど
の
事
業
を
充
実
さ
せ
て
人
を
呼
ぶ
活
動
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
婦
人
部
は
地
域
内
外
の
人
と
の
つ
な
が
り
や
住
民

の
助
け
合
い
を
呼
び
か
け
、
若
い
人
た
ち
が
住
む
楽
し
い
地
域
に
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
役
と
な
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
夢
に
む
か
っ
て
』 

伊
集
院
中
学
校
二
年
　
　
内
田
　
祐
樹 

く
ん 

日吉町日置 

う
ち
　
　
だ
　
　
　
　
　
　
　ゆ
う
　
　
き 

　退職してから始めたちぎり絵。同じ集落に
ちぎり絵の先生がいたこともあり、ちぎり絵講
座で習い始め、今年で16年目になります。 
　講座は年10回の活動で、現在12人の講座
生とともにその年の干支や季節ごとの花や風
景などをテーマに作品作りに取り組んでいます。 
　ちぎり絵は、色の濃淡のある紙などをどの
部分に使うか考えながらちぎり、台紙に貼っていきます。貼る順番
などを考えながらの作業は結構大変。でも完成した時の達成感や
充実感はなんとも言えず嬉しいものです。 
　これからも講座を続けられるかぎり、先生と講座生とともに楽し
い作品作りに取り組みたいです。 

上園　節子　（77歳） さ
ん 

「ちぎり絵」 

22

有馬 澄子
あり ま すみ こ

さ
ん［78歳］ 

●昭和62年　永吉地区婦人部長 
　平成元年　吹上地域各種女性団体連絡協議会会長 
　平成17年　日置市地域婦人会連絡協議会会長 
　平成18年　男女共同参画推進懇話会会長 

吹上町永吉　（永吉ふもと自治会） 湯之元地区の住宅地の中にある田の神で、舞を舞っ
ている形をしています。昭和43年に県の有形民
俗文化財に指定されました。台石に刻まれた文字
から、元文４（1739）年に造られたことが分か
ります。造られた当時は周囲が水田だったのでしょ
う。台石には33名の奉納者の名前も刻まれてい
ます。
田の神像は、18世紀の始め頃から造られるよ

うになりました。時代や地域によって様々な形が
あります。仏像型や僧型、神社の神様をモデルに
した神像型や神職型などがあります。湯之元の田
の神は南九州で最も数が多い「田の神舞神職型」で、
この型としては最も古いということです。
高さは74㎝、大きな笠状のシキをかぶり、表

情は笑っています。右手にはメシゲを左手には大
きな椀を持っています。袴は前から見るとくくり
袴で、後ろから見ると長袴になっています。表と
裏で違っているのは、長袴からくくり袴に変化し
ていく過渡期に作られたためだと考えられています。

〈引用参考文献〉『田の神・石橋・石敢当』東市来町教育委員会 

『黎明館企画特別展「田の神」』　黎明館 

しん しょく

まい しん しょく

はかま

湯之元の田の神（東市来地域） 

本
庁
か
ら
車
で
20
分
、 

東
市
来
支
所
か
ら
車
で
5
分
 

Access

今
の
僕
に
と
っ
て
の
大
き
な
夢
、
そ

れ
は
、
空
手
で
の
全
国
大
会
優
勝
で
す
。

幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら
始
め
た
空
手
は
、

今
年
で
十
年
目
に
な
り
ま
す
。
僕
の
夢
は
今
ま
で
も
変
化
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
の
黒
帯
を
と
り
た
い
と
い
う
夢
は
、
実
現
さ

せ
ま
し
た
。
次
は
全
国
大
会
で
の
優
勝
で
す
。
簡
単
に
か
な
え
る
こ

と
の
で
き
る
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
練
習
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
々

の
努
力
、
精
神
面
で
も
強
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
先
日
、
鹿
児
島
県
の
全
国
大
会
予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
僕
は
、
全
国
大
会
参
加
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
、
一
歩
前
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夢
の
実
現
へ
の
第
一
歩
で
す
。

空
手
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
礼
儀
、

体
力
づ
く
り
、
そ
し
て
人
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
も
。
そ
れ
は
、
目

に
見
え
な
い
も
の
で
す
が
、
確
か
に
今
の
自
分
を
つ
く
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
は
も
っ
と
厳
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
歩

一
歩
、
小
さ
い
歩
み
で
す
が
前
進
し
て
い
ま
す
。
空
手
、
そ
れ
は
僕

の
大
き
な
支
え
で
す
。
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【東市来地域ALT】 

はじめまして。キンバリー・ヒューズです。イギリ
スのウェールズから来ました。去年８月に鹿児島に来
ましたが、日本は初めてではありません。イギリスの
大学で日本語を勉強して、平成17年４月から８月ま
で中央大学に留学していました。その時にたくさんの
よい思い出を作ることができたので、もう一度日本に
来ようと思いました。
私は、東市来地域のALTとして幼稚園と小・中学校

で英語を教えています。イギリスの大学を卒業してから、
すぐに日本に来たので、英語を教えるのは初めてです。でも、毎日優しい先生と一緒に英語を
教えたり、明るくて元気な生徒からいろいろなことをいっぱい教えてもらったりして、ALTの
仕事は素晴らしいと思います。
日本の、特に日置市のみなさんに受け入れていただき、楽しくためになる充実した生活が送

れることに、心から感謝いたします。

����������� 
����� さん 
キ ン バ リ ー 　 ヒ ュ ー ズ  




